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1 はじめに
現在の交通事故要因の 9 割以上がドライバのヒューマンエ
ラーによるものである. そのため,今後更に交通事故を減らすに
は,ドライバのヒューマンエラーを低減させることが最も近道で
あると考えられる.
そこで,ドライバ自らが安全運転への意識として運転中の注意
力や集中力を恒常的に保つために, ドライバが主体となって行う
ことができる支援が必要であると考え, 本研究では,「指差し呼
称法」による安全確認に着目した. 指差し呼称による自動車運転
中の安全確認がドライバにどのような効果をもたらすのか,脳血
流解析によって評価を行う. また,運転中の指差し呼称と同等の
効果をもち,今後の応用を視野に入れた,「指差し呼称想起」を提
案し,同様にその評価を行う.
2 指差し呼称法
指差し呼称法は,ヒューマンエラー防止手法として多くの産業
現場で用いられている,日本独自の安全確認方法である. 確認対
象の目視確認, 指差し確認, さらには声に出して複合的に確認動
作を行うことで,ヒューマンエラーを低減する手法である.
3 脳血流計測と解析手法
脳活動の計測には, 近赤外分光法 (NIRS:near-infrared spec-
troscopy)を用いて, 脳内の神経活動に伴って起こる脳血流動態
の変化を捉える. 前頭部は注意集中力等に関係する [1]と言われ
ているため,本研究では主に前頭葉を計測する.
また,NIRSで計測される信号はノイズを多く含み,計測開始時
からの濃度変化量という相対値である等の問題があるため, 解
析の際に様々な処理を要する. 本研究では, 前処理として, 離散
ウェーブレット変換による多重解像度解析を行い,計測ノイズの
除去, さらに, 変動の個人差を考慮するため, 各被験者のコント
ロール時を基準に Zスコアによる標準化を行い,評価に用いる.
4 運転中の指差し呼称の効果検証実験
この実験では,ドライビングシミュレータで走行中に出現する
道路標識に指差し呼称や呼称, 指差し, 黙読のそれぞれで安全確
認を行ってもらい,運転中に指差し呼称で安全確認を行うことで
脳血流にどのような変化が現れるか検証した (図 1).
図 1 指差し呼称の効果検証実験風景
その結果,指差し呼称時に最も脳活動が高まった (図 2).
図 2 指差し呼称による脳活動 (N=3 加算平均データ)
5 指差し呼称想起
運転中に指差し呼称を行うと片手運転になり危険が伴う可能
性がある. そこで,指差し呼称想起を提案する.
想起とは, 何かをしているもしくは, 何かを考えている場面等
を頭の中で想像することである. 様々な想起 (運動想起やイメー
ジ想起等)を行った際の脳活動を計測する研究が盛んに行われて
おり, 想起をした際にも,その脳活動が確認できるということが
これまでに明らかになっている.
想起でも同等の効果が確認できれば,指差し呼称に代わる安全
確認手法として, 車両側と連携した応用が可能であると考えら
れる.
6 指差し呼称想起の効果検証実験
まずは, 指差し呼称想起による脳血流変化の程度を調べるた
め,ディスプレイに表示された標識を用いて予備検証を行い, 指
差し呼称想起においても指差し呼称とほぼ同等の脳血流増加傾
向が見られ, 想起によっても脳活動が高められることが確認で
きた.
次に運転環境を模擬した走行映像に対しても同様に脳血流変
化を調べ, 先の実験と同様, 想起においても脳活動の高まりが確
認できた.
7 おわりに
本研究では, ドライバの注意力向上方法として, 指差し呼称に
よる運転の評価を脳血流解析により行った. 被験者によって個人
差はあるものの,運転中に指差し呼称により安全確認を行うこと
で, 前頭葉の活動が高まることが分かった. また, その応用的な
手法として指差し呼称想起を提案し,同様に評価を行った. 指差
し呼称想起によっても,前頭葉の活動の高まりが確認され, 運転
中に指差し呼称,及び指差し呼称想起により安全確認を行うこと
で, ドライバの脳活動が高まることに伴い,注意力が高められる
可能性が示唆された.
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